
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
対
策
　
　
　
　
　

　
京
都
議
定
書
の
第
一
約
束
期
間
で
温
室
効
果
ガ
ス
の
６
％
削
減
が
定
め
ら
れ
て
い
る
日
本
。
政
府

が
打
ち
出
す
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
踏
ま
え
て
、
企
業
の
削
減
努
力
も
年
々
活
発
化
し
て
い
る
。
そ
の

担
い
手
は
大
手
企
業
だ
け
で
な
く
、
中
小
企
業
に
も
広
が
っ
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
実
施
さ
れ
て
き
た

地
道
な
活
動
に
加
え
て
、
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
や
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と
い
っ
た
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
削
減
に
つ
な
が
る
手
法
も
徐
々
に
浸
透
し
て
い
る
。
中
長
期
的
な
目
標
を
見
据
え
た
活

動
が
今
後
も
進
み
そ
う
だ
。

カーボンオフセットカーボン　　ニュートラル
　
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
を

さ
ら
に
進
め
た
取
り
組
み

「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
」
の
浸
透
も
本
格
化
し
て

き
た
。
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ

ト
が
相
殺
す
る
量
を
定
め
て

い
な
い
の
に
対
し
て
、
事
業

活
動
な
ど
に
伴
う
Ｃ
Ｏ
２
の

排
出
量
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る

考
え
方
で
、
自
ら
の
削
減
努

力
で
は
対
応
で
き
な
い
場
合

は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
購
入
な
ど

を
通
じ
た
相
殺
が
許
さ
れ

る
。

　
国
内
で
は
こ
れ
ま
で
も
、

環
境
対
応
の
一
環
と
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
企
業
が
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
宣
言
、
排

出
削
減
策
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
一
方
で
、
定
義
や
検
証

方
法
の
不
明
瞭
さ
を
指
摘
す

る
意
見
が
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え

て
、
国
内
で
は
英
国
規
格
協

会

Ｂ
Ｓ
Ｉ

の
日
本
法
人

で
あ
る
Ｂ
Ｓ
Ｉ
ジ
ャ
パ
ン
が

認
証
基
準
を
策
定
。
基
準
が

明
確
化
さ
れ
た
こ
と
で
今

後
、
取
得
を
目
指
す
企
業
の

増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　
環
境
省
も
国
内
企
業
の
認

証
取
得
を
後
押
し
す
る
た

め
、

年
の

月
か
ら

月

に
か
け
て
３
回
に
わ
た
る
説

明
会
を
開
催
し
た
。
「
建
設

や
運
輸
、
出
版
業
界
を
は
じ

め
多
く
の
業
界
が
関
心
を
持

っ
て
い
る
」

地
球
環
境
局

地
球
温
暖
化
対
策
課

と
分

析
す
る
よ
う
に
、
参
加
す
る

企
業
の
業
種
は
多
岐
に
わ
た

る
。

　
現
時
点
で
は
一
般
的
な
認

知
度
が
低
く
、
ま
た
Ｃ
Ｏ
２

の
全
量
を
相
殺
す
る
必
要
が

あ
る
た
め
、
カ
ー
ボ
ン
オ
フ

セ
ッ
ト
に
比
べ
て
認
証
を
取

得
す
る
の
は
容
易
で
は
な

い
。
特
に
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
量

が
多
い
メ
ー
カ
ー
に
と
っ
て

ハ
ー
ド
ル
は
高
い
。

　
一
方
、
自
社
の
Ｃ
Ｏ
２
の

排
出
量
を
正
確
に
把
握
す
る

こ
と
で
、
事
業
の
ど
の
部
分

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
削
減
余
地

が
あ
る
の
か
を
確
認
で
き

る
。
コ
ス
ト
削
減
に
つ
な
が

る
可
能
性
も
あ
り
、
企
業
側

の
メ
リ
ッ
ト
は
小
さ
く
な

い
。
同
省
は
今
年
度
内
に
第

一
号
と
な
る
企
業
を
認
証

し
、

年
度
に
は

社
程
度

に
ま
で
増
や
す
考
え
。
企
業

の
社
会
的
責
任

Ｃ
Ｓ
Ｒ

活
動
の
一
環
と
し
て
、
認
証

取
得
を
目
指
す
動
き
が
一
層

活
発
化
し
て
い
く
見
通
し

だ
。

　
す
で
に
夏
の
「
ク
ー
ル
ビ

ズ
」
や
冬
の
「
ウ
ォ
ー
ム
ビ

ズ
」
が
、
言
葉
の
意
味
の
説

明
が
不
要
な
ほ
ど
浸
透
し
て

き
た
よ
う
に
、
国
民
一
人
ひ

と
り
の
地
球
温
暖
化
対
策
へ

の
意
識
は
高
ま
っ
て
い
る
。

そ
れ
で
も
、
業
務
部
門
や
家

庭
部
門
で
、
一
層
の
対
策
強

化
が
求
め
ら
れ
る
な
ど
、
削

減
余
地
が
小
さ
く
な
い
の
が

現
状
。
短
期
的
な
目
標
の
達

成
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
、

中
長
期
を
見
据
え
て
削
減
努

力
を
続
け
る
こ
と
が
重
要

だ
。

環境省、認証取得を後押し

　
身
近
な
と
こ
ろ
で
目

に
す
る
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ

ッ
ト
は
が
き

２
０
１
２

年
年
賀

　
は
が
き
に
付
随
す
る

認
証
ラ
ベ
ル

ク
レ
ジ
ッ
ト
活
用
し
相
殺
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
参
入
も
活
発

低炭素社会へ着実に成果

日本、３年連続目標達成

担い手・手法…広がるすそ野
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▲
環
境
省
は
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
国
内
企
業
の
認
証
取

得
を
後
押
し
す
る
た
め
説
明
会
を
開
催
し
た

　
日
本
の
地
球
温
暖
化
対
策

は
２
０
０
２
年
３
月
に
策
定

し
た
「
地
球
温
暖
化
対
策
推

進
大
綱
」
に
基
づ
い
て
進
め

ら
れ
て
き
た
。

年
４
月
に

は
京
都
議
定
書
の
６
％
削
減

目
標
を
達
成
す
る
た
め
の

「
京
都
議
定
書
目
標
達
成
計

画
」
を
策
定
。
同
計
画
に
基

づ
き
、
政
府
や
企
業
だ
け
で

な
く
、
一
般
家
庭
で
も
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ

て
い
る
。

　
京
都
議
定
書
で
排
出
削
減

対
象
と
な
っ
て
い
る
温
室
効

果
ガ
ス
は
、
二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

、
メ
タ
ン

Ｃ

Ｈ
４

、
一
酸
化
二
窒
素

Ｎ
２
Ｏ

、
ハ
イ
ド
ロ
フ

ル
オ
ロ
カ
ー
ボ
ン
類

Ｈ
Ｆ

Ｃ
ｓ

、
パ
ー
フ
ル
オ
ロ
カ

ー
ボ
ン

Ｐ
Ｆ
Ｃ
ｓ

類
、

六
フ
ッ
化
硫
黄

Ｓ
Ｆ
６

の
６
種
類
。
同
議
定
書
の
規

定
に
よ
っ
て
、
Ｃ
Ｏ
２
と
Ｃ

Ｈ
４
、
Ｎ
２
Ｏ
は

年
度
、

そ
の
他
の
ガ
ス
は

年
度
を

基
準
年
度
と
し
て
い
る
。

　
環
境
省
が
ま
と
め
た

年

度
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

速
報
値

は
、
京
都
議
定

書
に
規
定
さ
れ
た
基
準
年

原
則

年
度

の
総
排
出

量
と
比
べ
る
と
０
・
４
％
下

回
っ
た
。
総
排
出
量
の
９
割

以
上
を
占
め
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

起
源
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
は
前

年
度
比
４
・
４
％
増
、

年

度
比
６
・
０
％
増
の

億
２

２
０
０
万

。
こ
の
う
ち
工

場
な
ど
産
業
部
門
の
排
出
量

は
前
年
度
比
８
・
５
％
増
、

年
度
比

・
７
％
減
の
４

億
２
１
０
０
万

だ
っ
た
。

　
ま
た
国
内
で
の
削
減
努
力

に
加
え
て
、
政
府
が
海
外
か

ら
排
出
枠

ク
レ
ジ
ッ
ト

を
購
入
し
た
分
な
ど
を
繰
り

入
れ
た
場
合
、

年
度
の
排

出
量
は

年
度
比

・
３
％

減
と
な
る
。
削
減
義
務
の
開

始
年
で
あ
る

年
度
か
ら
３

年
連
続
で
目
標
を
達
成
し
た

格
好
で
、
低
炭
素
社
会
の
構

築
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
が
国
内
で
浸
透
し
て

き
た
成
果
と
言
え
そ
う
だ
。

　
こ
う
し
た
姿
勢
を
今
後
も

堅
持
し
、
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
削
減
の
実
効
性
を
今
後

さ
ら
に
高
め
て
い
く
上
で
大

き
な
カ
ギ
を
握
っ
て
い
る
の

が
産
業
部
門
。
す
で
に
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
な
ど
に
よ
っ
て
排

出
削
減
に
努
め
て
い
る
企
業

は
多
い
。
だ
が
、
大
幅
な
排

出
削
減
を
達
成
す
る
た
め
の

有
力
な
ツ
ー
ル
と
し
て
注
目

を
集
め
て
い
る
の
が
、
カ
ー

ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト

炭
素
の

相
殺

だ
。

　
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト

は
、
事
業
活
動
な
ど
を
通
じ

て
排
出
さ
れ
た
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
量
に
つ
い
て
、
他

の
場
所
で
の
温
室
効
果
ガ
ス

の
削
減
・
吸
収
な
ど
に
よ
っ

て
相
殺
す
る
仕
組
み
。
自
社

の
削
減
分
と
し
て
ク
レ
ジ
ッ

ト
を
活
用
し
た
い
国
内
企
業

の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
の
調
達
・
提
供
を
手

が
け
る
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
業
務

に
異
業
種
か
ら
参
入
し
た

り
、
事
業
強
化
に
乗
り
出
し

た
り
す
る
企
業
が
増
え
て
い

る
。

　
オ
フ
ィ
ス
家
具
な
ど
を
手

が
け
る
イ
ト
ー
キ
は
、
カ
ー

ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
の
認
証
を

自
社
で
取
得
し
た
際
に
得
た

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、
関
連

す
る
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
外
部

の
企
業
に
提
供
す
る
事
業
を

年

月
に
始
め
た
。
サ
ー

ビ
ス
内
容
は
、
オ
フ
セ
ッ
ト

代
行
や
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

量
の
算
定
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
の

申
請
・
作
成
。
オ
フ
セ
ッ
ト

の
代
行
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
顧

客
が
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト

を
実
施
す
る
際
の
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
に
加
え
て
、
大
口

か
ら
小
口
ま
で
要
望
に
応
じ

て
適
切
な
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
提

供
す
る
。

　
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
量

の
算
定
で

は
、
原
料
の

調
達
や
生
産

と
い
っ
た
さ

ま
ざ
ま
な
事

業
で
発
生
す

る
温
室
効
果

ガ
ス
の
算
出

を
手
が
け

る
。
こ
の
ほ

か
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
創
出
す

る
際
の
煩
雑
な
書
類
の
作
成

や
申
請
業
務
に
つ
い
て
も
代

行
す
る
。
こ
れ
ら
三
つ
の
サ

ー
ビ
ス
を
通
じ
て
企
業
の
カ

ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
導
入
を

後
押
し
し
、
初
年
度
に
約
１

０
０
社
と
の
取
引
獲
得
を
目

指
し
て
い
る
。

　
一
方
、
こ
れ
ま
で
手
が
け

て
き
た
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ

ト
事
業
の
一
層
の
強
化
を
目

指
し
て
い
る
の
が
、
エ
コ
ノ

ス

札
幌
市
白
石
区

。
ス

イ
ス
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
あ
る

マ
イ
ク
ラ
イ
メ
イ
ト
と
の
共

同
出
資
に
よ
っ
て
、
カ
ー
ボ

ン
オ
フ
セ
ッ
ト
事
業
を
手
が

け
る
新
会
社
、
マ
イ
ク
ラ
イ

メ
イ
ト
ジ
ャ
パ
ン

東
京
都

中
央
区

を

年

月
に
設

立
し
た
。

　
新
会
社
は
エ
コ
ノ
ス
の
環

境
事
業
推
進
部
を
分
離
独
立

さ
せ
る
形
で
設
立
し
た
。
カ

ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
の
取
り

組
み
が
活
発
な
欧
州
で
実
績

が
あ
る
マ
イ
ク
ラ
イ
メ
イ
ト

と
組
む
こ
と
で
先
進
的
な
ノ

ウ
ハ
ウ
を
取
得
。
ク
レ
ジ
ッ

ト
の
売
買
だ
け
で
な
く
、
カ

ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
の
企
画

や
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
創
出
支
援

と
い
っ
た
関
連
業
務
を
包
括

的
に
手
が
け
、
国
内
で
の
需

要
開
拓
を
推
進
し
て
い
く
。

今
後
も
「
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
有

力
な
手
法
と
し
て
、
オ
フ
セ

ッ
ト
市
場
は
も
っ
と
広
が

る
」

長
谷
川
勝
也
マ
イ
ク

ラ
イ
メ
イ
ト
ジ
ャ
パ
ン
社

長

と
分
析
。
国
内
に
と
ど

ま
ら
ず
、
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ

カ
で
の
事
業
展
開
を
視
野
に

入
れ
て
い
る
。


